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逆落としに減っていく現役世代 

モノの消費量は
どんどん拡大 

子持ち家族多い→
住宅や食器や車の
消費量拡大 

モノの消費量は
どんどん縮小 

高齢者は貯蓄に走る 
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国内在住者(外国人含む)：2010年→20年 △396万人 

0-14歳人口の増減：        ↓絶対数   ↓増減 

2010年 16.8百万人 → 2020年 14.6百万人 △224万人 △13％ 

15-64歳人口の増減：       ↓絶対数   ↓増減 

2010年 81.0百万人 → 2020年 73.4百万人 △762万人  △9％ 

65歳以上の人口：          ↓絶対数   ↓増減 

2010年 29.3百万人 → 2020年 36.1百万人  +688万人 +24％ 

↑その中の75歳以上の人口：     ↓絶対数   ↓増減 

2010年 14.1百万人 → 2020年 18.8百万人  +472万人 +34％ 

日本でいま起きていること 
(在住外国人を含んだ､国立社会保障･人口問題研究所の予測) 

３００年少々で日本の住人はゼロ！になるというペースの減少 

１００年少々で現役世代がゼロ！になるという､ハイペースの減少 
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首都圏内在住者(外国人含む)：2010年→20年 +7.4万人 

0-14歳人口の増減：        ↓絶対数   ↓増減 

2010年  4.4百万人→2020年  4.0百万人  △39万人  △9％ 

15-64歳人口の増減：       ↓絶対数   ↓増減 

2010年 23.9百万人→2020年 22.3百万人 △154万人 △6％ 

65歳以上の人口：          ↓絶対数   ↓増減 

2010年  7.3百万人→2020年  9.3百万人  +201万人 +27％ 

↑その中の75歳以上の人口：     ↓絶対数   ↓増減 

2010年  3.2百万人→2020年  4.8百万人  +165万人 +52％ 

首都圏一都三県で今起きていること 
(人口流出入を見込んだ､国立社会保障･人口問題研究所の予測) 

増加というよりはほぼ横ばい 

１５５年で現役世代がゼロ！になるという､不意打ちのような減少 
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市内在住者(外国人含む)：2010年→20年 +4.7万人 

0-14歳人口の増減：        ↓絶対数   ↓増減 

2010年  19万人 → 2020年 19万人 △0.7万人  △4％ 

15-64歳人口の増減：       ↓絶対数   ↓増減 

2010年 101万人 → 2020年 96万人  △5.7万人  △6％ 

65歳以上の人口：          ↓絶対数   ↓増減 

2010年  26万人 → 2020年 37万人 +11.0万人 +43％ 

↑その中の75歳以上の人口：     ↓絶対数   ↓増減 

2010年  12万人 → 2020年 18万人   +6.2万人 +51％ 

福岡市で今起きていること 
(人口流出入を見込んだ､国立社会保障･人口問題研究所の予測) 

首都圏一都三県の人口増加を１０とすると６に当たる､元気な増加 

１８０年で現役世代がゼロ！になるという､不意打ちのような減少 
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高齢者が増え現役は減る日本 
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高齢者が増え現役は減る首都圏 
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現役が減り高齢者が増える福岡市 
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高齢者が増え現役は減る中国 
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高齢者が増え現役は減る韓国 
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高齢者増･現役減の台湾 
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高齢者増･現役減のシンガポール 
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高齢者増･現役減の欧州 
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高齢者増･現役増の米国 


